
２０１６年  １１月  １３日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②小山 美枝子姉 ③石井師 

賛  美  聖歌４８１番 ＆「恐れなくていいよ」 

主の祈り 

聖  書  ①へブル人への手紙５章７～１２節 

②マルコによる福音１3章１～８節 

特別賛美  Wings 

メッセージ ①「イエス様の激しい叫びと涙」大川従道牧師 

      ②「苦しみの向こうにある希望」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番      [献金当番：渡辺姉・永井姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「見つめ続けます」                   
礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 

《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後、教会の大掃除を行います。ご協力ください(1 時間以内)。 

２．今週の祈り会は、①木曜は午前 10 時半～，②夜７時半。メッセージは、 

横浜鴨居カルバリーチャペルの柴田順一先生。③土曜夜８時～,準備祈祷会。 

３．木曜午後 2 時半～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

４．来週の日曜午後は、執事会を行います。クリスマスについて等。 

      │        
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１１/１３～/２０〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
エゼキエル 
４－６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

１３－ 
１５章 

１６章 １７－ 
１９章 

２０・ 
２１章 

２２・ 
２３章 

新約 
へブル１０ 
：１－２３ 

１０：２４ 
－３９ 

１１：１ 
－１９ 

１１：２０ 
－４０ 

１２章 １３章 ヤコブ 
１章 

２章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

11/27(日):収穫感謝･アドベント/ヤンチャ･聖書学会 28(月):長野家庭集会 

12/4(日):聖歌隊 11(日):執事会 25(日):クリスマス礼拝＆祝会 

 



 
 
 
 
 
 
 
「信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうで

はないか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで

十字架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。」へブル12章2節 
 

アメリカの次期大統領が決定しました。全世界で「トランプショック」と言われるほどの出来

事が起こりました。クリントン氏が優勢とは言われていましたが、接戦になるかもしれないとも

言われていましたから、このシナリオも予想できたはずであったのに、どうしてここまで世界は動

揺したのだろうかと人々のあまりの反応に不思議すら覚えました。 

政治家としては全くの素人、国の要職に就いたこともない。大金持ちではありますが、あ

る意味、アメリカ国民の代表のような人物なのかもしれません。彼の言葉はアメリカ人の半

数以上の声を代弁しています。しかし、アメリカ国民の半数はその彼の言葉に大いに違和

感をおぼえているという事実にアメリカ社会が分断された状態となっていることを明確にした

選挙となりました。 

先週の木曜日「ワトト・チルドレンズ・クワイア」のコンサートを観ました。会場は満場のお

客さんでした。出演者は子供たちでしたが、その訴えるものは大きなものでした。ウガンダの

状況は現在のアフリカを代表していました。約２０年前からの働きですが、特に貧しさやエイ

ズなどの伝染病、そして、内戦など、多くの要因で幼くして捨てられる子供たち。国の平均

年齢は１５歳。子供が子供を育てるという環境。そんな中でワトト村に引き取ってもらえた

子供たちは幸いですが、無残に捨てられ死んで行く子供たちの方が圧倒的です。 

しかし、ステージの上での子供たちの笑顔、そして神への感謝と賛美の歌は純粋であり、

まっすぐなものでした。どうして、そんな苦しい状況の国の中であんなに輝いて笑顔でいられる

のか？様々なことを考えさせられました。 

「私は捨てられた状況から救い出され、今はワトト村で幸せです！」と輝いて感謝をささ

げる子供たち。しかし、そんな子供たちの陰で多くの命が失われています。しかしそれでも神

様は生きている、それでも主はすばらしい！と賛美していました。彼らの希望は、この世のも

のではなく、永遠の希望です。主は苦しみから救ってくださるお方ですし、病をいやすお方で

す。しかし、その苦しみと問題と病の中にある状態の真ん中にも主は力強くおられて、共に

苦しんでおられます。それが本当の救いなのかもしれない。彼らはその苦しみの中を通過し

たからこそ、本当の意味で、主の救いと、憐れみを知ることができたのでしょう。  

分断された世界をひとつにするためにキリストは死なれました。その永遠の救いは私たちの

人類すべてのものです。キリストの愛と赦しがすべての人々に流れていくようにと祈ります。 

「苦しみの向こうにある希望」 
～痛みと苦しみの中におられる主～ 


